
 

宮城県公社等外郭団体自立推進計画における「財務の健全性に関する指標」の見直しについて  
 

 

１ 宮城県公社等外郭団体自立推進計画における評価 

宮城県公社等外郭団体自立推進計画（以下，「自立推進計画」という。）では，公社等の経営状況等を

評価するに当たって，県（主務課）が主体となって，以下の３つの観点から，Ａ～Ｄの評価区分により

総合的な評価を行い，公表しています。 

  具体的には，評価の観点のうち，②・③を指標により定量的に評価（Ａ～Ｄの区分により評価）し，

①による定性的評価を踏まえて，最終的に総合的な評価（Ａ～Ｄ）を行います。 

【評価の観点】 

①公社等の公益的使命と県が期待する役割へ

の対応 

②組織運営の健全性 

③財務の健全性 

【評価区分】 

Ａ：概ね良好 

Ｂ：改善の余地あり 

Ｃ：改善措置が必要 

Ｄ：大いに改善措置が必要 

  

 

２ 「財務の健全性に関する指標」の見直し 

   昨年度，本委員会でお示しした経営評価指標のうち，「財務の健全性に関する指標」について，以

下のとおり見直しを行いました。 

 

見直し概要  

財務の健全性に関する指標について，令和３年度の決算データをもとに評価のシミュレ

ーションを行った結果，経常損益及び最終損益の評価項目については，当期の決算状況が

評価に反映されにくい内容となっており，第Ⅴ期計画との評価の連続性が認められません

でした。 

このため，評価の連続性という観点から，経常損益及び最終損益の評価項目の配点を各

２点から各３点に変更しました。 

 

財務の健全性に関する指標シミュレーション結果   
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３ 財務の健全性に関する指標（全体）  ※変更箇所に下線 

評価内容 指標 

採算性 

 経常的な活動は赤字傾向にないか （指標）正味財産増減計算書：経常増減額 

    損益計算書：経常損益 

    収支計算書：事業収入－（事業費＋管理費） 

（基準）３期連続黒字（増加）：３点 

    当期黒字（増加） 

 又は当期赤字（減少）かつ２期黒字（増加）：２点 

    当期赤字（減少）かつ１期黒字（増加）：１点 

    ３期連続赤字（減少）   ：０点 

 事業活動全体は赤字傾向にないか （指標）正味財産増減計算書：正味財産増減額 

    損益計算書：純利益（損失） 

    収支計算書：収支差額 

（基準）３期連続黒字（増加）：３点 

    当期黒字（増加） 

 又は当期赤字（減少）かつ２期黒字（増加）：２点 

    当期赤字（減少）かつ１期黒字（増加）：１点 

    ３期連続赤字（減少）   ：０点 

 累積欠損金はないか （指標）公益法人会計：正味財産合計－出資等合計 

     企業会計  ：利益剰余金 

（基準）当期≧０（累積欠損金なし） ：２点 

    当期＜０（累積欠損金あり） ：０点 

安全性 

 財務は安定しているか （指標）正味財産（自己資本）比率の状況 

    正味財産合計（純資産）÷資産合計×１００ 

（基準）当期≧３０％ ：２点 

    当期＜３０％ ：０点 

借入金に依存していないか （指標）借入金依存度の状況 

    （短期借入金＋長期借入金）÷資産合計×１００ 

（基準）当期≦正味財産（自己資本）比率，借入金なし：１点 

当期＞正味財産（自己資本）比率：０点 

十分な支払能力を維持しているか （指標）流動比率の状況 

    流動資産÷流動負債×１００ 

（基準）当期≧１００％ ：１点 

    当期＜１００％ ：０点 

 

 


